
小田原養護学校 公開授業用（2021） 

肢体不自由教育部門高等部１，２，３学年 音楽 学習指導略案 

学習グループ 高 B Ⅰ、Ⅱ、Ⅲグループ 授業者 志岐優理子、梶山繭子 

時間 １３：１０～１３：５５ 場所 高 B１、２年教室、高 B２，３年教室 

単元名 プチ発表会 

本時の目標 

ⅠG・「Memory」の曲想と音楽の構造や歌詞の内容を理解しながら歌うことができる 
  （知識・表現力） 
ⅡG・[Memory」の伴奏を聴いて、声を合わせて歌うことができる（技能・表現力） 
  ・「キラキラ星変奏曲」のリズムに合わせてドレミパイプを鳴らすことができる 
  （技能・表現力） 
ⅢG・教員と一緒にドレミパイプを鳴らし、音や音楽に気付くことができる（知識） 

 
本時の展開 

時間 学習内容 指導上の留意点および配慮事項 備考 

１３：１０ 

 

 

１３：１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

１３：４５ 

 

 

１３：５５ 

〇挨拶 

 授業内容説明 

 

〇グループごとに練習 

・歌唱グループは２、３年教室 

・ドレミパイプグループは１，２年教室 

 

 

 

 

 

 

〇発表会 

 

・ⅡG１名、ⅢG ドレミパイプ 

 ♪「キラキラ星変奏曲」 

 

・ⅠG、ⅡG２名 歌唱 

 ♪「Memory」 

 

〇振り返り 

・一人ずつ感想を発表する。 

 

〇挨拶 

・日直の挨拶 

・本時の流れ説明 

 

・グループごとに分かれ、発表前の最後の

練習を行う。 

・歌唱グループは、感染症対策で歌えない

状況になった場合、18 日に録画した動

画を振り返り、歌詞を読む。 

・ドレミパイプグループは生徒の実態に

合わせて楽器を提示する位置を工夫す

る。 

 

・１，２年教室に集まり、グループごとに

発表を行う。 

・発表の順番は生徒の様子で先に発表で

きるグループから行う。 

 

・感染症対策で歌えない場合は、曲の紹介

をし、18 日の動画を TV で流して発表

する。 

 

・授業の振り返りをする。 

 

・日直の挨拶 

 

 

  



1 

 

使用した教材・教具 (高等部 肢体不自由教育部門) 

教材 説明 

 

「ドレミパイプ」 
Ⅲグループ生徒の音楽の授業で、「きらきら星変奏曲」の演奏で使
用しました。 
一人１本、好きな長さや色の音を選び、好きなところを叩いて音
を出します。 
あまり大きな音が出ないので、大きな音が苦手な生徒も落ち着い
て取り組むことができます。 

 

 


